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赤
松
麟
作
「
髙
津
神
社
」（
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
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菅
　
楯
彦
「
道
頓
堀
春
宵
」（
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
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織
田
作
之
助
と
「
大
阪
」

            
〜
生
誕
一
〇
〇
年
に
よ
せ
て
〜

　

織
田
作
之
助
の
名
前
を
知
ら
な
い
人
で
も
、「
夫
婦
善
哉
」
は

知
っ
て
い
る
。
小
説
「
木
の
都
」
を
知
ら
な
い
人
で
も
、
上
町
台
地

の
口
縄
坂
や
源
聖
寺
坂
を
上
り
下
り
す
る
途
中
、
彼
の
名
が
記
さ
れ

た
碑
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
オ
ダ
サ
ク
は
、
い
ま

も
大
阪
に
生
き
て
い
る
。

　

織
田
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
月
二
十
六
日
に
生
ま
れ
、
昭

和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
一
月
十
日
、
享
年
三
十
五
歳
で
、
こ
の

世
を
去
っ
た
。「
木
の
都
」
大
阪
に
生
ま
れ
、
大
阪
と
京
都
で
青
春

時
代
を
送
り
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
大
阪
に
暮
ら
す
市
井
の

人
々
を
主
人
公
と
し
て
小
説
を
書
い
た
。
第
十
回
芥
川
賞
候
補
作
と

な
っ
た
「
俗
臭
」、「
夫
婦
善
哉
」、「
わ
が
町
」、「
蛍
」、「
六
白
金

星
」、「
競
馬
」
な
ど
の
旺
盛
な
執
筆
活
動
は
、
先
輩
作
家
藤
沢
桓
夫

を
し
て
「
と
に
か
く
織
田
君
は
書
く
の
が
好
き
で
、
書
き
出
し
た
ら

夢
中
に
な
っ
て
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
は
彼
の
最
大
の
生
き

方
や
っ
た
な
」（『
回
想
の
大
阪
文
学
』）
と
言
わ
し
め
て
い
る
。

　
「
息
づ
か
い
が
伝
わ
る
都
市
遺
産
の
検
証
」
を
目
指
し
て
、
文
部

科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
と
し
て

二
〇
一
〇
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
昨
年
、
織
田
の
小
説
「
六
白
金
星
」
の
自
筆
原
稿
を
入
手
し
た
。

来
年
の
生
誕
一
〇
〇
年
を
前
に
、
そ
の
公
開
を
か
ね
、
第
３
回
大
阪

都
市
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
関
連
展
示
「
織
田
作
之
助
と
〈
大
阪
〉」
を

開
催
す
る
。
大
阪
が
生
ん
だ
「
未
完
成
の
作
家
」
織
田
作
之
助
を
偲

ぶ
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
受
け
た
関
西
大
学
総
合
図
書
館
、

オ
ダ
サ
ク
倶
楽
部
、
日
本
近
代
文
学
館
、
大
阪
文
学
振
興
会
に
対

し
、
心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
。

　

二
〇
一
二
年
四
月
十
四
日

 

　

関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー　
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　　〈凡　例〉

・ 本書は、平成24年４月14日～５月20日に関西大学総合図書館で開催する関西大学
大阪都市遺産研究センター主催　第３回大阪都市遺産フォーラム関連展示「織田
作之助と「大阪」」の展観目録である。本目録には、関西大学総合図書館・オダ
サク倶楽部およびセンターが所蔵する22点について写真と解説を収録した。

・ 本書は、増田周子（センター研究員・文学部教授）が監修し、櫻木潤（センター
特任研究員）・岩田陽子（センターRA）が編集・執筆した。
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織
田
作
之
助
が
高
津
中
学
校
（
現
・
府
立
高
津
高
等
学

校
）を
卒
業
し
た
年
の
記
念
ア
ル
バ
ム
。
同
級
生
に
は『
海

風
』
の
同
人
で
、
第
二
十
三
回
直
木
賞
候
補
に
な
っ
た
吉

井
栄
治
や
藤
澤
黄
坡
の
息
子
斐あ
や

夫お

が
い
る
。
ア
ル
バ
ム
は

斐
夫
の
兄
で
作
家
の
藤
澤
桓た
け

夫お

よ
り
、
関
西
大
学
に
寄
贈

さ
れ
、「
泊
園
文
庫
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
織

田
作
之
助
は
、毎
朝
遅
刻
し
教
練
は
最
下
位
で
あ
っ
た
が
、

英
語
は
最
も
得
意
で
学
科
は
よ
く
で
き
た
、
と
吉
井
栄
治

が
「
中
学
時
代
の
思
い
出
」
と
し
て
語
っ
て
い
る
。

１
『
高
津
中
学
卒
業
写
真
ア
ル
バ
ム
』　

（
三
原
写
真
館
本
館　

昭
和
六
年
三
月
）
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２
『
六
白
金
星
』　

（
自
筆
原
稿　

三
十
六
枚
）

　

平
成
二
十
年
、八
木
書
店
古
書
部
（
神
保
町
）
か
ら
「
六

白
金
星
」
の
原
稿
が
発
見
さ
れ
た
。
現
在
、
関
西
大
学
大

阪
都
市
遺
産
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
て
い
る
。

　

本
原
稿
は
昭
和
二
十
一
年
三
月
一
日
に
、『
新
生
』
か

ら
発
表
さ
れ
た
「
六
白
金
星
」
と
は
内
容
が
異
な
っ
て
い

る
。
三
十
七
枚
目
以
降
は
散
逸
。
原
稿
の
一
枚
目
に
は
赤

色
の
ペ
ン
書
き
で
「
文
芸
九
月
号
小
説
原
稿
」
と
あ
る
。

　

織
田
作
之
助
は
杉
山
平
一
宛
の
葉
書
（
昭
和
十
五
年
八

月
二
十
四
日
）
で
、「『
文
芸
』
の
オ
ー
ル
創
作
号
に
の
る
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筈
だ
っ
た
が
、
削
除
さ
れ
た
。（
同
誌
の
ノ
ン
ブ
ル
が
飛

ん
で
い
る
の
は
そ
こ
に
ぼ
く
の
が
あ
っ
た
わ
け
）
検
閲
の

点
で
今
ま
で
の
行
方
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
、
い
ま
新

年
を
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
織
田
作
之
助
が
い

う
よ
う
に
、
昭
和
十
五
年
に
発
行
さ
れ
た
『
文
芸
』
九
月

号
の
頁
数
は
百
二
十
九
頁
か
ら
百
六
十
二
頁
が
飛
ん
で
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
、
織
田
作
之
助
が
い
う
「『
文
芸
』
の
オ
ー

ル
創
作
号
に
の
る
筈
だ
っ
た
」
作
品
が
特
定
で
き
ず
、「
続

夫
婦
善
哉
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、『
六
白
金
星
』
の
原
稿
が
発
見
さ
れ
、「
文

芸
九
月
号
小
説
原
稿
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

た
め
、
発
禁
処
分
と
な
り
、『
文
芸
』
九
月
号
に
掲
載
さ

れ
な
か
っ
た
作
品
が
「
六
白
金
星
」
で
あ
る
と
確
定
し
た
。

『文芸』昭和15年9月号目次
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装
丁
・
田
村
孝
之
介
、
題
字
・
藤
澤
桓
夫
。「
夫
婦
善
哉
」

「
放
浪
」「
俗
臭
」「
雨
」「
探
し
人
」「
あ
と
が
き
」
が
収
録
。

織
田
作
之
助
に
と
っ
て
の
第
一
作
品
集
で
あ
る
。「
夫
婦

善
哉
」
は
改
造
社
の
第
一
回
文
芸
推
薦
を
受
賞
（
選
考
委

員
・
宇
野
浩
二
・
青
野
季
吉
・
川
端
康
成
・
武
田
麟
太
郎
）

し
た
作
品
で
あ
る
が
、高
見
順
か
ら
「
と
っ
ち
ゃ
ん
小
僧
」

「
滑
稽
で
あ
り
、
い
や
な
も
の
」
と
評
さ
れ
た
。「
大
阪
的

な
も
の
が
、
東
京
の
評
家
の
神
経
」
に
ふ
れ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
宮
内
寒
彌
は
述
べ
て
い
る
。

３
『
夫
婦
善
哉
』

　
（
初
版
本　

創
元
社　

昭
和
十
五
年
八
月
十
五
日
）
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昭
和
十
六
年
七
月
、
第
一
回
応
召
で
長
沖
一
が
出
征
す

る
前
に
、
吉
正
郎
（
吉
村
正
一
郎
）、
義
、
凡
（
白
石
凡
）、

恒
（
大
久
保
恒
次
）、
作
之
助
（
織
田
作
之
助
）、
廣
（
秋

田
実
）、
留
（
吉
田
留
三
郎
）、
桓
（
藤
澤
桓
夫
）、
孝
（
田

村
孝
之
介
）が
寄
せ
書
き
し
た
も
の
。
織
田
作
之
助
は「
沖

に
出
て
／
恋
の
長
さ
や
／
星
一
つ
」と
い
う
よ
う
に
、「
沖
」

「
長
」「
一
」
を
つ
か
い
、「
長
沖
一
」
の
こ
と
を
詠
み
こ

ん
で
い
る
。

４
『
長
沖
一
出
征
記
念
寄
書
』

（
自
筆　

縦
二
十
四
・
五
㎝　

横
百
五
十
三
㎝
）
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昭
和
十
七
年
執
筆
さ
れ
た
生
前
未
発
表
作
品
で
あ
る
。

難
破
し
た
船
の
船
員
た
ち
が
、
五
年
後
に
や
っ
て
く
る
船

を
空
し
く
待
つ
よ
り
は
、
と
自
分
た
ち
の
手
で
船
を
作
り

始
め
た
こ
と
で
運
命
が
開
け
て
い
っ
た
と
い
う
短
篇
小

説
。『
定
本
織
田
作
之
助
全
集
』に
収
録
さ
れ
て
い
る「
船
」

と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
る
。

５
『
船
』

（
自
筆
原
稿　

二
十
枚
）
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織
田
作
之
助
が
佐
藤
俊
雄
（
昭
南
書
房
）
に
宛
て
、「
先

日
申
し
上
げ
た
も
の
、
出
し
て
い
た
だ
く
に
異
存
あ
り
ま

せ
ん
」
と
書
い
て
い
る
。
昭
南
書
房
か
ら
織
田
作
之
助
関

連
の
出
版
物
を
発
行
す
る
計
画
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

６

書
簡　

佐
藤
俊
雄
宛

（
自
筆　

封
筒
付　

昭
和
十
八
年
四
月
十
三
日
消
印
）
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装
丁
・
田
村
孝
之
介
。
表
題
作
「
わ
が
町
」
は
『
文
芸
』

（
昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日
）
に
発
表
さ
れ
た
。「
後
記
」

に
よ
れ
ば
、
溝
口
健
二
監
督
の
映
画
の
原
作
と
し
て
松
竹

京
都
撮
影
所
の
委
嘱
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ

る
が
、
織
田
作
之
助
の
生
前
、
映
画
化
は
実
現
し
な
か
っ

た
。「
わ
が
町
」
は
昭
和
三
十
一
年
八
月
二
十
八
日
、
日

活
で
封
切
ら
れ
た
。
監
督
は
川
島
雄
三
、
脚
本
・
八
住
利

雄
、
出
演
・
辰
巳
柳
太
郎
、
南
田
洋
子
。

７
『
わ
が
町
』

（
初
版
本　

錦
城
出
版
社　

昭
和
十
八
年
四
月
三
十
日
）
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妹
道
子
が
姉
の
過
労
死
を
き
っ
か
け
に
、
旅
へ
誘
わ
れ

て
い
く
短
篇
小
説
。
昭
和
十
八
年
十
一
月
、
雑
誌
『
令
女

界
』
に
発
表
さ
れ
た
「
姉
妹
」
の
原
型
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

８
『
旅
へ
の
誘
ひ
』

（
自
筆
原
稿　

三
十
二
枚
）
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昭
和
十
九
年
四
月
三
十
日
、『
新
創
作
』
に
発
表
さ
れ

た
短
篇
小
説
。
織
田
作
之
助
は
「
放
送
局
の
依
頼
に
よ
り

大
阪
普
通
海
員
養
成
所
の
現
地
録
音
の
解
説
を
兼
ね
た
物

語
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
台
本
を
改
作
し
た
」と
し
て
い
る
。

織
田
作
之
助
と
印
刷
さ
れ
た
原
稿
用
紙
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。

９
『
白
鷺
部
隊
』

（
自
筆
原
稿　

十
三
枚
）
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
か
ら
、昭
和
二
十
年
六
月
十
四
日
、

十
六
日
、
十
七
日
の
三
夜
に
わ
た
っ
て
放
送
さ
れ
た
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
。
井
伊
直
弼
の
暗
殺
に
美
貌
の
十
六
夜
頭
巾
が

活
躍
す
る
と
い
う
娯
楽
作
品
。
織
田
作
之
助
は
吉
川
民
宛

て
の
書
簡
の
中
で
「
も
っ
と
も
真
剣
に
書
か
な
か
っ
た
作

の
一
例
」
と
し
て
い
る
。

10
『
十
六
夜
頭
巾　

第
三
夜
』

（
自
筆
原
稿　

三
十
三
枚
）
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ラ
ジ
オ
連
続
放
送
劇
。
織
田
作
之
助
は
杉
山
平
一
宛
て

の
書
簡
で
「
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
ま
が
い
の
ド
ラ
マ
」「
一
寸

高
邁
な
も
の
に
す
る
つ
も
り
」
と
し
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

阪
放
送
局
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
が
放
送
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
ラ
ジ
オ
脚
本
を
も
と
に
し
た
「
十
五
夜
物

語
」
が
『
大
阪
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
。

11
『
夢
想
判
官　

第
一
│
二
夜
』

（
自
筆
原
稿　

第
一
夜
・
三
十
八
枚　

第
二
夜
・
三
十
八
枚
）
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昭
和
二
十
一
年
三
月
四
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
中
央
放
送
局

か
ら
放
送
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
記
録
は
残
っ
て

い
な
い
。
一
枚
目
が
散
逸
し
て
い
る
。
驚
く
べ
き
逞
し
い

空
想
力
を
持
っ
た
イ
ン
テ
リ
男
、
源
次
郎
が
主
人
公
。
源

次
郎
が
私
立
探
偵
に
な
っ
て
、
架
空
の
犯
人
が
船
で
逃
亡

す
る
の
を
追
跡
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。「
大
阪
新
聞

出
版
局
」
と
印
刷
さ
れ
た
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
が
使
用
さ

れ
て
い
た
が
、
五
十
九
枚
目
よ
り
は
茶
色
の
罫
の
み
の

二
百
字
詰
用
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

12
『
瀬
戸
内
海
』　

（
自
筆
原
稿　

七
十
二
枚
）
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装
丁
・
鍋
井
克
之
。「
六
白
金
星
」「
髪
」「
表
彰
」「
道

な
き
道
」「
訪
問
客
」「
神
経
」「
あ
と
が
き
」
を
収
録
。「
あ

と
が
き
」に「『
六
白
金
星
』―『
新
生
』か
ら
依
頼
さ
れ
て
、

昭
和
二
十
年
の
大
晦
日
か
ら
書
き
出
し
て
、
正
月
三
日
に

脱
稿
し
た
。『
六
白
金
星
』
と
い
ふ
題
で
、
同
じ
や
う
な

材
料
を
、
私
は
昭
和
十
五
年
に
書
い
た
が
、
当
時
発
表
を

許
さ
れ
な
か
つ
た
」
と
あ
る
。

　

表
題
作
「
六
白
金
星
」
は
昭
和
二
十
一
年
三
月
一
日
に
、

『
新
生
』
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
田
宮
虎
彦
は
「
六
白
金
星
」

と
「
競
馬
」
に
つ
い
て
「
面
白
さ
を
い
へ
ば
、
こ
の
両
作

13
『
六
白
金
星
』

（
初
版
本　

三
島
書
房　

昭
和
二
十
一
年
九
月
三
十
日
）
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は
敗
戦
後
の
小
説
数
多
い
中
で
も
随
一
」
で
あ
る
が
、「
こ

の
面
白
さ
に
は
真
実
へ
の
誠
実
さ
が
な
い
」（『
人
間
』
昭

和
二
十
一
年
五
月
一
日
）
と
評
し
て
い
る
。　
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昭
和
二
十
一
年
十
月
一
日
、『
新
世
界
』
に
発
表
さ
れ

た
短
篇
小
説
の
原
稿
。
最
終
部
分
の
二
十
一
枚
目
に
は
、

「
新
世
界
編
集
部
」
と
朱
の
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。『
織

田
作
之
助
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
見
世
物
」
と
同

一
の
内
容
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
「
ろ
く
ろ
首
」

は
「
見
世
物
」
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
。

14
『
見
世
物
』

（
自
筆
原
稿　

二
十
一
枚
）
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昭
和
二
十
二
年
一
月
一
日
に
『
新
生
』
に
発
表
さ
れ
た

エ
ッ
セ
イ
の
ペ
ン
書
原
稿
。
昭
和
二
十
二
年
八
月
三
十
日

に
発
行
さ
れ
た
『
可
能
性
の
文
学
』
に
収
録
さ
れ
た
。
大

阪
弁
に
つ
い
て
、
谷
崎
潤
一
郎
や
宇
野
浩
二
の
作
品
の
批

評
を
交
え
語
っ
て
い
る
。

15
『
大
阪
の
可
能
性
』　

（
自
筆
原
稿　

二
十
一
枚
）
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織
田
作
之
助
が
上
京
す
る「
吉
田
」に
託
し
た
宮
川（
東

京
新
聞
文
化
部
長
）
宛
て
の
手
紙
。
原
稿
用
紙
二
枚
に
記

さ
れ
て
い
る
。「
世
相
」
と
舞
踏
会
の
手
帖
の
ス
タ
イ
ル

と
が
混
じ
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
新
連
載
で
は
予
定
し
て

い
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

16

書
簡　

宮
川
宛　

（
自
筆　

封
筒
付
）
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昨
年
七
月
に
、
藤
澤
桓
夫
の
書
斎
西
華
山
房
よ
り
発
見

さ
れ
た
浅
沢
句
会
の
句
帖
。「
行
き
暮
れ
て　

こ
こ
が
思

案
の　

善
哉
か
な　

作
之
助
」
と
あ
る
。
浅
沢
句
会
は
藤

澤
桓
夫
が
離
れ
に
寓
居
し
て
い
た
石
濱
純
太
郎
邸
で
、
石

濱
恭
子
ら
に
よ
っ
て
、昭
和
十
二
年
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

昭
和
十
五
年
三
月
頃
か
ら
藤
澤
桓
夫
に
頻
繁
に
会
い
に
来

て
い
た
織
田
作
之
助
も
参
加
し
、
作
之
助
ま
た
は
丈
六
の

俳
号
で
作
句
し
て
い
た
。

　

こ
の
句
帖
は
藤
澤
桓
夫
と
永
尾
宗
斤
が
宗
匠
格
で
催
し

て
い
た
も
の
で
、
昭
和
十
六
年
秋
頃
と
思
わ
れ
る
。
二
十

人
が
記
帳
し
て
お
り
、
庄
野
英
二
の
一
句
も
あ
る
。

17
『
星
欄
干
』

（
オ
ダ
サ
ク
倶
楽
部
所
蔵
）
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「
轆
轤
首
百
足
を
啖
ふ
冬
の
宿　

織
田
作
之
助
」
と
あ

る
。「
猿
飛
佐
助
」（
昭
和
二
十
一
年
一
月
三
十
日
、
三
島

書
房
）
に
「
冬
の
宿
の
轆
轤
首
が
油
づ
け
の
百
足
を
く
ら

う
く
ら
い
の
趣
き
が
あ
ろ
う
」
と
い
う
比
喩
表
現
が
み
ら

れ
る
。

18

色
紙　

（
縦
二
十
一
・
〇
㎝　

横
十
八
・
〇
㎝
）
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昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日
、
藤
澤
桓
夫
は
中
心
と

な
り
大
阪
で
創
刊
さ
れ
た
同
人
誌
。
織
田
作
之
助
も
初
刊

号
よ
り
執
筆
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
二
年
五
月
に
は
死
去

し
た
織
田
作
之
助
を
追
悼
し
た
特
集
が
な
さ
れ
、
故
人
の

思
い
出
が
語
ら
れ
た
。
執
筆
者
に
吉
村
正
一
郎
、
杉
山
平

一
、
白
川
渥
、
長
沖
一
、
安
西
冬
衛
字
、
小
野
十
三
郎
、

瀬
川
健
一
郎
、
藤
澤
桓
夫
、
吉
井
栄
治
、
吉
田
留
三
郎
が

い
る
。

19
『
文
学
雑
誌
』
織
田
作
之
助
追
悼

（
昭
和
二
十
二
年
五
月
十
五
日
、
第
一
巻
第
三
号
）
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八
住
利
雄
は
昭
和
三
十
年
「
夫
婦
善
哉
」
や
「
浮
草
日

記
」
の
シ
ナ
リ
オ
で
、
毎
日
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
脚
本
賞
を

受
賞
。「
賞
を
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

今
ま
で
み
た
い
に
無
茶
な
仕
事
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
東
宝
映
画
「
夫
婦
善
哉
」
は
、
監

督
・
豊
田
四
郎
、
主
演
・
森
繁
久
弥
、
淡
島
千
景
。
同
年

九
月
十
三
日
に
封
切
ら
れ
た
。井
沢
淳（
映
画
評
論
家
）は
、

今
年
度
の
日
本
映
画
の
な
か
で
「
ベ
ス
ト
ワ
ン
に
し
て
も

い
い
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
。

20

八
住
利
雄
脚
本
『
夫
婦
善
哉
』　

（
東
宝
映
画
台
本
）
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織
田
作
之
助
の
「
船
場
の
女
」「
女
の
橋
」「
大
阪
の
女
」

が
原
作
の
映
画
脚
本
。監
督
は
杉
江
敏
男
、出
演
・
岸
恵
子
、

小
泉
博
。
昭
和
三
十
年
十
月
十
八
日
に
公
開
さ
れ
た
。
織

田
作
之
助
自
身
も
松
竹
か
ら
映
画
化
の
話
が
あ
り
、
昭
和

二
十
一
年
、「
船
場
の
娘
」を
映
画
脚
本
に
直
し
て
い
た
が
、

実
現
し
な
か
っ
た
。「
中
村
芳
子
、
高
田
浩
吉
、
田
中
絹

代
と
い
っ
た
大
阪
弁
の
使
え
る
役
者
で
や
る
」
と
青
山
光

二
宛
の
書
簡
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

21

若
尾
徳
平
脚
本
『 

忘
れ
じ
の
人
』　

（
東
宝
映
画
台
本
）
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織
田
作
之
助
の
十
七
回
忌
を
記
念
し
て
、
藤
澤
桓
夫
・

長
沖
一
・
前
田
藤
四
郎
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
昭
和

三
十
九
年
一
月
十
日
の
命
日
に
、
法
善
寺
横
丁
正
弁
丹
吾

亭
前
に
句
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
碑
文
は
、
長
身
の
織
田
作

之
助
を
彷
彿
と
さ
せ
る
細
長
い
自
然
石
に
、『
星
欄
干
』

（
17
）
か
ら
「
行
き
暮
れ
て　

こ
こ
が
思
案
の　

善
哉
か

な　

作
之
助
」と
い
う
一
句
が
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
て
い
る
。

22 
法
善
寺
横
丁
・
正
弁
丹
吾
亭
前
句
碑

　

除
幕
式

（
オ
ダ
サ
ク
倶
楽
部
所
蔵
）
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織
田
作
之
助
略
年
譜

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

　

 　

十
月
二
十
六
日
、
大
阪
市
天
王
寺
区
上
汐
町
に
、
父
織
田
鶴

吉
、
母
た
か
ゑ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）　
　
　
　
　
七
歳

　

 　

四
月
、
大
阪
市
立
東
平
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
、
市
立

生
国
魂
小
学
校
）
に
入
学
。 

大
正
十
五
年
・
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）　
　
十
三
歳

　

 　

三
月
、
小
学
校
を
卒
業
。
四
月
、
大
阪
府
立
高
津
中
学
校

（
現
、
府
立
高
津
高
等
学
校
）
に
入
学
。 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）　
　
　
　
十
五
歳

　

 　

廻
覧
雑
誌
「
燦
蹄
《
さ
ん
て
い
》」
を
主
宰
し
た
。
三
年
Ｄ
組

に
ぞ
く
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
三
Ｄ
を
も
じ
っ
た
も
の
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）　
　
　
　
十
七
歳

　

 　

同
級
の
吉
井
栄
治
と
と
も
に
、
校
内
の
修
養
会
に
反
撥
し
て
い

た
が
、
学
科
の
成
績
は
優
秀
で
、
特
に
英
語
、
国
語
に
す
ぐ
れ
て

い
た
。
十
二
月
、
母
た
か
ゑ
を
喪
う
。 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）　
　
　
　
十
八
歳

　

 　

三
月
、
高
津
中
学
校
を
卒
業
。
四
月
、
第
三
高
等
学
校
文
科
甲

類
に
入
学
。
寮
で
田
宮
虎
彦
と
同
室
と
な
る
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　
　
　
　
十
九
歳

　

 　

同
級
生
白
崎
礼
三
や
瀬
川
健
一
郎
と
の
親
交
に
よ
り
、
文
学
的

開
眼
の
契
機
を
つ
か
む
。
九
月
、
父
鶴
吉
を
喪
う
。 

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）　
　
　
二
十
一
歳

　

 　

三
高
近
く
の
横
丁
に
あ
る
酒
場
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
つ
と
め
る

宮
田
一
枝
と
知
り
あ
い
、
同
棲
。

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）　
　
二
十
三
歳

　

 　

三
月
、
三
度
目
の
卒
業
試
験
を
う
け
た
が
、
出
席
日
数
が
足
り

ず
退
学
。
翌
年
、
劇
作
勉
強
の
た
め
東
京
へ
。
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昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）　
　
二
十
六
歳

　

 　

四
月
頃
、
東
京
生
活
を
き
り
あ
げ
、
富
田
林
の
義
兄
竹
中
国
次

郎
方
に
寄
寓
。
日
本
工
業
新
聞
社
に
入
社
。
七
月
、
宮
田
一
枝
と

正
式
に
結
婚
、
大
阪
府
南
河
内
郡
野
田
村
丈
六
に
家
庭
を
構
え
た
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）　
　
二
十
七
歳

　

 　

二
月
、「
俗
臭
」
が
芥
川
賞
落
選
。
七
月
、「
夫
婦
善
哉
」
が
改

造
社
の
第
一
回
文
芸
推
薦
を
受
賞
。
八
月
、『
夫
婦
善
哉
』
を
刊

行
。
日
本
工
業
新
聞
社
を
辞
職
、
筆
一
本
の
作
家
生
活
に
入
る
。

「
六
白
金
星
」
が
発
禁
処
分
と
な
る
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）　
　
二
十
八
歳

　

 　

秋
、『
青
春
の
逆
説
』
が
発
禁
処
分
。
時
代
は
、
文
芸
に
も
戦

争
協
力
を
強
い
る
風
潮
と
な
り
、
新
た
な
作
風
の
展
開
を
こ
こ
ろ

み
よ
う
と
考
え
は
じ
め
た
。 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）　
　
三
十
一
歳

　

 　

自
ら
脚
色
し
た
「
還
つ
て
来
た
男
」
が
松
竹
で
映
画
化
。
八
月

六
日
、
妻
一
枝
が
死
去
。
東
劇
で
上
演
さ
れ
た
「
わ
が
町
」
出
演

中
の
輪
島
昭
子
と
知
り
あ
い
、
や
が
て
同
棲
関
係
と
な
る
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）　
　
三
十
二
歳

　

 　

連
続
放
送
劇
「
猿
飛
佐
助
」、「
十
六
夜
頭
巾
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪

中
央
放
送
局
か
ら
放
送
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）　
三
十
三
歳

　

 　

二
月
、
声
楽
家
笹
田
和
子
と
結
婚
す
る
も
、
輪
島
昭
子
と
旅
館

を
転
々
と
す
る
。「
可
能
性
の
文
学
」
を
書
き
あ
げ
た
四
日
夜
、

大
量
の
喀
血
を
し
、
病
勢
は
、
し
だ
い
に
悪
化
。「
土
曜
夫
人
」

は
未
完
。 

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

　

 　

一
月
「
大
阪
の
可
能
性
」
を
『
新
生
』
に
発
表
、
対
談
「
可
能

性
の
文
学
」
を
『
世
界
文
学
』
に
載
せ
る
。
十
日
午
後
七
時
十

分
、
輪
島
昭
子
に
み
と
ら
れ
つ
つ
永
眠
。

参
考 　

青
山
光
二
「
織
田
作
之
助
年
譜
」（『
定
本
織
田
作
之
助
全
集 

第
八

巻
』
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
五
日
、
文
泉
堂
書
店
）
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法
善
寺
横
丁
・
正
弁
丹
吾
亭
前
の
句
碑
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